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１０
月
２９
日
（
土
）
大
芦
小
学
校
体
育
館

で
、「
こ
れ
で
い
い
の
か　
鴻
巣　
小
学

校　
廃
校
・
さ
ら
地　
新
し
い
教
育
環
境

を
考
え
る
み
ん
な
の
会
（
こ
れ
で
い
い
の

か　
み
ん
な
の
会
）」
主
催
の
「
子
ど
も

　
地
域　
に
光
を　
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
で
い
い
の
か　
み

ん
な
の
会
」
共
同
代
表
の
大

芦
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、
一
人

の
教
師
が
一
人
一
人
の
子
ど

も
と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る

適
正
人
数
は
何
人
な
の
か
、

子
ど
も
た
ち
が
、
ク
ラ
ス
全

員
の
仲
間
と
お
互
い
に
理
解

し
合
い
尊
重
し
あ
え
る
の
は

何
人
が
適
正
な
の
か
、
と
問

題
提
起
。「
地
域
の
防
災
拠

点
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
の
小
学
校
の
役
割
」「
児

童
や
保
護
者
・
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
活
性
化

に
向
け
て
」、
広
く
市
民
の

意
見
を
集
め
た
取
組
が
行
わ

れ
る
契
機
と
し
た
い
と
発
言

し
ま
し
た
。

　
大
芦
小
学
校
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
会
長
は
、
か
が
や
き
５
月

号
を
見
た
子
ど
も
の
嘆
き

「
パ
パ
大
芦
小
が
廃
校
に
な

っ
て
し
ま
う
っ
て
本
当
？
そ

れ
で
い
い
の
？
」
そ
れ
を
聴

い
た
老
人
が
目
覚
め
「
こ
れ

は
大
変
、
何
と
か
せ
ね
ば
」

と
。
子
ど
も
と
地
域
の
将
来

の
為
に
、
人
口
を
増
や
す
政

策
の
実
行
、
鴻
巣
市
に
転
入

・
移
住
者
に
補
助
金
支
給

等
、
も
っ
と
問
題
提
起
し
ま

し
た
。

　
小
谷
小
百
周
年
実
行
委
員

長
は
、
小
規
模
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
を
豊
か
な
教
育
に

生
か
し
て
い
る
。「
校
庭
の

芝
生
の
整
備
」「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
な
ど
は
地
域
の
方

々
の
支
援
で
行
わ
れ
て
い
る
。

地
域
の
連
帯
と
学
校
の
規
模

が
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
と
問
題
提

起
。行
政
は
、丁
寧
な
説
明
と

将
来
像
を
提
示
し
な
け
れ
ば

理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
元
吹
上
富
士
見
＆
鎌
塚
保

育
所
長
は
、（
学
校
の
）
統

廃
合
の
本
当
の
狙
い
は
「
コ

ス
ト
削
減
」
で
す
。「
教
育

は
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
」

の
言
葉
通
り
、
世
界
は
コ
ス

ト
削
減
よ
り
も
「
教
育
を
優

先
」
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
は
、
学

校
規
模
は
１
０
０
人
を
上
回

ら
な
い
こ
と
を
日
本
へ
勧
告

（
２
０
１
３
年
）
し
て
い
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
子
ど
も
の
自

殺
・
い
じ
め
・
落
ち
こ
ぼ
れ

が
著
し
い
こ
と
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
改
善
を
求
め
た
理
由
で
あ

り
、
諸
外
国
で
は
、「
小
さ

な
学
校
」「
小
さ
な
ク
ラ

ス
」
ほ
ど
学
習
意
欲
や
態
度

が
積
極
的
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
の
人
格
形
成
・
人
間
的

成
長
に
と
っ
て
も
効
果
的
で

あ
る
と
実
証
さ
れ
て
い
る
強

調
し
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
で
、

９
年
連
続
で
不
登
校
児
童
生

徒
が
増
え
、
い
じ
め
は
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
大

切
に
さ
れ
る
環
境
こ
そ
求
め

ら
れ
ま
す
。「
小
規
模
校
」

は
世
界
の
常
識
で
す
。
実
現

の
為
に
声
を
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

「
適
正
規
模
・
適
正
配
置
」
と
い
う
が
何

を
も
っ
て
適
正
な
規
模
・
配
置
と
い
う
か

「
子
ど
も
と
地
域
の
将
来
像
示
さ
ね
ば

…
」
の
課
題
を
頂
い
た

「
小
さ
な
学
校
」「
小
さ
な
ク
ラ
ス
」が
世
界

の
流
れ

「
小
規
模
校
」は
世
界
の
常
識

「
地
域
の
中
心
と
な
る
小
谷
小
学
校
」

学
習
意
欲
や
態
度
が
積
極
的
、
子
ど
も
達
の

人
格
形
成
人
間
的
成
長
に
と
っ
て
も
効
果
的

鴻巣市が進める「小・中学校適正規模
及び適正配置」について考える



電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給対象となる世帯 

1 住民税（均等割）非課税世帯 

(1)基準日（２０２２年 9 月 30 日）において、世帯全員の今年度分の住民税（均等割）が非課税で

ある世帯。 

(2)住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯ではないこと。世帯の全員が、住民税が

課税されている他の親族等の扶養を受けている場合には、支給対象外となります。 

また、「租税条約に基づき課税を免除された結果、均等割の額が 0円となった者」は本給付金の

対象とはなりません。 

2 家計急変世帯 

(1)予期せず家計が急変したことで収入が減少し、世帯全員が住民税非課税相当となった世帯。 

(2)世帯員全員のそれぞれの年収見込額（２０２２年 1 月から 12 月までの任意の 1 か月収入×12

倍）が市民税均等割非課税水準であること。 

３ 振込予定日 確認書該当世帯は１１月１５日（火） 

 

 

 

 

 

市から議員への情報提供、市の HP より抜粋してのお知らせです 

対象世帯は８０００件を想定、この規模（件数）の１１月中の給付は、埼玉県内で最速です。 

職員の皆さんが頑張っています。 

１０月２７日、「鴻巣市地域公共交通会議」で検討、承認された内容について、市から議員への情

報提供がありましたので、今回は抜粋して「こうのす乗合タクシー」についてお知らせします。 

「乗合タクシー」は、市民であれば誰でも登録・利用できます。大変好評で昨年度は２万１３３１人

が利用しています。例えば、北里大学メディカルセンタ―に行く場合、７０歳以上の方、難病・障害者

手帳にある方、要介護・要支援認定者・妊婦さんは３００円で利用できます。（１人乗車も可） 

「こうのす乗合タクシー」について承認された内容（来年度より） 

⑴ 車両の変更 ・セダン車 現在の 4台のうち 3 台について車両を入替え、福祉車両を導入する。

利用者の乗降時のサポートは同乗する介助者が行う。ワゴン車 現在ハイエースワゴンで運行

しているが、６人以上の乗合はほぼないことや、車体が大きく自宅前の配車ができないケース

があることからミニバンサイズの車種に変更する。さらに、ハイブリッド車とすることで、燃料

費分の委託料削減を図るとともに環境への取組を推進する。 

⑵ 小・中学生はこれまで２００円でしたが、子育て支援割の導入 小・中学生とその保護者が同乗

する場合、小・中学生の運賃を無料とする。 

⑶ 予約件数の拡大 1人あたりの予約件数を現在の 4 件から 6件に変更する 

 

 

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世

帯（住民税非課税世帯等）に対し、1世帯あたり 5 万円を支給するものです。  ２０２２年 10 月 31日

（月曜日）より対象世帯の世帯主あてに確認書を順次発送しています。 

 

 

 

 


